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著者は株式会社日立製作所日立健康管理センターにて、2008 年 4 月から 2009 年 3 月の間に定期健康
診断の一部として前立腺がん検診を受診し、さらに血清アディポネクチンが測定された 2939 人を対象
としている。前立腺癌がん検診は、1 次検診で PSA 4.0 ng/mL をカットオフとして 2 次検診への受診を
推奨し、結果は、2013 年 8 月までのデータを集計している。 
 
（結果） 
対象者の年齢の中央値は 58 歳（28〜74 歳）であった。 BMI 中央値は 23.9 kg/m2（15.1～38 kg/m2）
であった。PSA の中央値は 0.9 ng/mL（0.1〜38.8 ng/mL）、アディポネクチンの中央値は 6.7 µg/mL
であった。カットオフ値以上（PSA ≧4 ng/mL）で 2 次検診の対象だった 122 人中 65 人（53％）が前
立腺生検を行い、24 人が前立腺癌と診断された。 
 アディポネクチンは、BMI と有意に負の相関があった（r = -0.260、p <0.0001）。一方、アディポネク
チンと PSA との間に有意な正の相関が観察された（r=0.054、p= 0.0061）。前立腺癌患者（平均 9.86 
-２ 
µg/mL）のアディポネクチンは、4 ng/mL 未満（平均 7.63 µg/mL）の対象者より有意に高かった（p = 
0.0049）。また、低・中リスク群の前立腺癌患者に限定した場合、アディポネクチンは、PSA 4 ng/mL
未満の対象者のアディポネクチンと有意差をみとめた（p = 0.0014）。一方、高リスク群の前立腺癌患者
と PSA 4 ng/mL 未満の対象者で有意差はなかった。 
対象者の年齢調整した癌発見率（CDR）を BMI（25 kg/㎡をカットオフ）とアディポネクチン値（6.7 




アディポネクチンと PSA との間に有意な正の相関があった一方、アディポネクチンは BMI と負の相
関を示し、これは過去の多くの報告と一致していた。BMI は PSA と負の相関をすることもよく知られ
ており、これは肥満男性の血液量の増加による血液希釈効果によって説明されている。そのためアディ
ポネクチン、BMI、および PSA の 3 つのパラメータの関連性を考慮すると、アディポネクチンと PSA
との間に認められた正の相関は合理的であると考えられる。本研究における BMI 30 kg/m²以上の肥満
男性の頻度が全体の 2.3%と低いことも結果に影響している可能性もある。 






























平成 30 年 1 月 9 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
